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1 は じ め に  

 

 飼 料 自 給 率 向 上 の た め に は 、 自 給 粗 飼 料

と 地 域 未 利 用 資 源 の 活 用 が 不 可 欠 で あ る 。

し か し な が ら 、 地 域 未 利 用 資 源 の 中 に は 、

嗜 好 性 や 保 存 性 に 問 題 が あ り 、 発 生 量 が 一

定 で 無 い も の も 多 く 、 飼 料 と し て 効 率 よ く

利 用 す る た め に は 、 TMR 給 与 技 術 や 長 期 保

存 を 可 能 と す る 発 酵 調 製 技 術 が 必 要 で あ る 。

そ こ で 、 未 利 用 資 源 を 活 用 す る こ と に よ り

配 合 飼 料 利 用 量 を 削 減 し た TMR 調 製 と 、 細

断 型 ロ ー ル ベ ー ラ ー を 活 用 し て の 発 酵 技 術

に つ い て 検 討 し て き た 1, 2 )。 本 報 で は 、 発

酵 TMR を 泌 乳 牛 に 対 し て 給 与 す る こ と に よ

る 生 産 性 お よ び 健 常 性 へ の 影 響 に つ い て 明

ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

2 試 験 方 法  

 

(1) 未 利 用 飼 料 資 源 ： ウ ド ン ・ ソ バ 製

造製粉過程残さ , トウフ粕 , 醤油粕  

(2) 供試個体 (表 1)：ホルスタイン種泌

乳牛 12 頭（未利用資源区 6 頭 , 慣行

区 6 頭）  

(3) 飼 料 設 計 （ 表 2）： 設 計 は 、 乳 量

30kg(体重 650kg, 乳脂率 4.0%)の個

体 へ の 給 与 を 想 定 し 、 未 利 用 飼 料 資

源の利用により、配合飼料利用量の 6

割削減（原物値）を目標とした。  

(4) 試験期間：予備期 7 日 , 本期計 14

日間（ 2008 年 8 月 14 日～ 9 月 3 日） 

(5) 調 査 項 目 ： 生 産 性 の 検 討 と し て 乳

量 , 乳 成 分 を モ ニ タ リ ン グ す る と 共

に、給与による健常性への影響を明ら

かにする為に、給与前 , 給与 1 週後 , 3

週後に採血を実施し、血漿中の血液生

化学成分（ TP, TCHO, GLU, GOT, GGT, 

BUN, Ca, IP, Mg)を測定  

 
3 試 験 結 果 お よ び 考 察  

 
(1) 乳量（表 3）： TMR 馴致、フレッシ

ュ TMR から発酵 TMR への飼料の切り

替え、また 2 週間の給与によっても、

乳量に変動は認められなかった。  

(2) 乳成分（表 4）：乳成分の顕著な変  

動 は 認 め ら れ な か っ た 。 乳 脂 率 の 増

加 、 乳 蛋 白 質 の 減 少 傾 向 が 認 め ら れ

た。  

(3) 血液生化学性状：発酵 TMR の給与

が 原 因 と 考 え ら れ る 異 常 値 は 認 め ら

れず、給与 3 週間後の代謝栄養およ

び 肝 機 能 レ ベ ル は 正 常 範 囲 内 で あ っ

た  。未利用資源区で、IP の経時的な

増加と共に、 3 週後には、 Ca の低下

が認められた。ただし、 Ca について

は 、 慣 行 区 に お い て も 減 少 が 認 め ら

れた。  

(4) 生乳 100kg あたりの配合飼料利用

量：生乳 100kg あたりの配合飼料利

用量は、未利用資源利用区で 11.4kg、

慣行区で 28.0kg であった。  

 

4 ま と め  

 

ウ ド ン ・ ソ バ 製 造 製 粉 過 程 残 さ , ト ウ

フ 粕 , 醤 油 粕 を 原 料 に 、 細 断 型 ロ ー ル ベ

ー ラ ー を 用 い て 調 製 し た 発 酵 TMR は 、 配

合 飼 料 の 代 替 と し て 有 効 で あ っ た 。  

３ 週 間 の 給 与 に よ り 、 乳 量 , 乳 質 、 ま

た 健 常 性 に も 影 響 は 認 め ら れ ず 、 配 合 飼

料 利 用 量 の 6 割 削 減 が 可 能 で あ っ た 。  
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表1 供試個体

試験区分 供試頭数（頭） 分娩後日数（日） 産次（産） 日乳量（kg）

未利用資源区 6 211.0±16.2 2.2±0.5 30.5±1.3

慣行区 6 200.3±30.6 1.8±0.3 30.9±1.2

値は平均値±標準誤差  
表2 飼料設計

飼料名 原物量（kg/頭/日） 乾物(%) 飼料名 原物量（kg/頭/日） 乾物(%)

コーンサイレージ 18.0 20.4 コーンサイレージ 18.0 19.9

ヘイレージ 8.5 28.3 ヘイレージ 9.5 30.9

稲発酵粗飼料 2.0 3.7 稲発酵粗飼料 2.0 3.6

配合飼料 4.0 14.3 配合飼料 10.0 35.0

ビ－トパルプ 2.0 7.2 ビ－トパルプ 2.0 7.0

大豆粕 0.5 1.8 大豆粕 1.0 3.6

トウフ粕 6.0 5.2 42.5 100.0

ソバ製粉過程残渣 2.2 8.0

稲庭うどん残渣 2.2 8.2

醤油粕 1.0 3.1

46.4 100.0

未利用資源区 慣行区

 

表3 乳量(kg)

給与前 予備期 本期1週目 本期2週目

未利用資源区 28.8±0.3 29.4±0.3 30.3±0.3 28.8±0.5

慣行区 30.9±0.5 30.8±0.4 30.9±0.3 30.3±0.4

値は平均値±標準誤差  
表4 乳成分

乳脂率（％） 給与前 給与後

未利用資源区 3.6±0.4 3.9±0.4

慣行区 3.4±0.3 4.0±0.2

乳蛋白質（％）

未利用資源区 3.4±0.1 3.2±0.1

慣行区 3.3±0.1 3.1±0.1

無脂固形分率（％）

未利用資源区 9.0±0.1 8.8±0.1

慣行区 9.1±0.1 8.9±0.1

値は平均値±標準誤差  


